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【取得研究費】（代表） 

1. 丸山広達. 基盤研究(C) 平成 29～31 年度 中高年者における食行動と肥満・サルコペニアと

の関連：時間栄養学的アプローチ 

 

 

 

 

 

 



【学会発表】 

1. 世古ゆり子、池田愛、友岡清秀、斉藤功、丸山広達、谷川武．地域住民における唾液中α-アミ

ラーゼと血圧の関連:東温スタディ．第 29回日本疫学会学術総会．東京．2019年 1 月． 

2. 高橋香帆、池田愛、友岡清秀、斉藤功、丸山広達、谷川武．地域住民の唾液中αアミラーゼと

動脈硬化の関連：東温スタディ．第 29 回日本疫学会学術総会．東京．2019年 1 月． 

3. 山根七歩、池田愛、友岡清秀、斉藤功、丸山広達、谷川武．地域住民における唾液中αアミラ

ーゼと軽度認知障害との関連：東温スタディ．第 29 回日本疫学会学術総会．東京．2019 年 1

月． 

4. 丸山広達、李佳、友岡清秀、斉藤功、谷川武．米飯摂取量と動脈硬化との関連：東温スタディ．

第 55回日本循環器病予防学会学術集会．久留米．2019年 5月． 

5. 臼杵里恵、山岸良匡、村木功、丸山広達、池田愛、梅澤光政、久保田康彦、羽山実奈、清水悠

路、崔仁哲、今野弘規、山海知子、岡田武夫、北村明彦、木山昌彦、磯博康．豆類の摂取量と

要介護認知症発症に関するコホート内症例対象研究：CIRCS 研究．第 55 回日本循環器病予防

学会学術集会．久留米．2019年 5月． 
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今野弘規、山海知子、岡田武夫、北村明彦、木山昌彦、磯博康．ビタミン E群の摂取と要介護

認知症リスク:CIRCS研究．第 55回日本循環器病予防学会学術集会．久留米．2019年 5月． 

7. 李佳、丸山広達、友岡清秀、谷川武、斉藤功．米飯摂取とインスリン抵抗性との関連：東温ス

タディ．第 73回日本栄養・食糧学会大会．静岡．2019年 5月． 

8. 松田真奈、丸山広達、友岡清秀、谷川武、斉藤功．中高齢者におけるビタミン A摂取量と体組
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関連：東温スタディ．第 73回日本栄養・食糧学会大会．静岡．2019年 5月． 

10. 逸見幾代、丸山広達、斉藤功．主食摂取量と血中肝機能指標との関連：東温スタディ．第 66回

日本栄養改善学会学術総会．富山．2019年 9月． 
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Associations of omega3 and omega6 intakes with IMT levels: Toon Health Study. 第 78 回日本公衆衛

生学会総会．高知．2019 年 10月． 

12. 斉藤功、丸山広達、友岡清秀、加藤匡宏、谷川武．安静時心拍数と糖尿病発症との関連：東温

スタディ．第 78回日本公衆衛生学会総会．高知．2019年 10月． 

13. 木下徹、藤井健志、丸山広達、斉藤功．ユビキノール(還元型 CoQ10)の摂取による認知機能お

よび QOLへの効果．第 78 回日本公衆衛生学会総会．高知．2019年 10月． 

14. 瀬戸祐一、河野英明、竹内豊、高島恵、岡田克俊、入野了士、丸山広達、淡野寧彦、斉藤功．

愛媛県ビッグデータ活用県民健康づくり事業【第 1 報】取り組み．第 78 回日本公衆衛生学会

総会．高知．2019年 10月． 

15. 入野了士、丸山広達、淡野寧彦、岡田克俊、瀬戸祐一、竹内豊、河野英明、斉藤功．愛媛県ビ

ッグデータ活用県民健康づくり事業【第 3 報】確認された分析の課題とその対応．第 78 回日

本公衆衛生学会総会．高知．2019年 10月． 

16. 大田梨紗、丸山広達、岸田太郎、吉村幸雄、友岡清秀、谷川武、斉藤功．一般地域住民におけ

るリグナン摂取量に関する記述疫学：東温スタディ．第 52回日本栄養・食糧学会中国・四国支

部大会．高知．2019年 10月． 

17. 松崎有紗、丸山広達、友岡清秀、谷川武、斉藤功．食行動と軽度認知障害との関連：東温スタ

ディ．第 52回日本栄養・食糧学会中国・四国支部大会．高知．2019年 10月． 

 

 



【講演】 

1. 丸山広達．「健康寿命を延ばすために」．平成 30 年度ヘルスメイト教室（食生活改善推進員教

育事業研修会）．大洲市保健センター．2019 年 1月 24日． 

2. 丸山広達．「体重山あり谷あり～寝・食・動をみなおそう～」「JA 健康フォーラム 2019」研修

会．JA西宇和本店．2019 年 2 月 13 日． 

3. 丸山広達．「体重山あり谷あり～寝・食・動をみなおそう～」「JA 健康フォーラム 2019」研修

会．西条市総合文化会館．2019年 2月 19日． 

4. 丸山広達．「ビッグデータ分析結果に基づく県及び管内市町の健康課題」．今治保健所．2019年

3月 8日． 

5. 丸山広達．保健所実践ワーキングチーム代表者会議ワークショップ. 愛媛大学総合情報メディ

アセンター演習室．2019 年 3月 14日． 

6. 丸山広達．「「食と健康」をグローカルな視点で考える」．令和元年度 愛媛大学農学部 公開シン

ポジウム．愛媛大学農学部大講義室．2019 年 8月 9 日． 


